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 基本理念 
 

重い障害があっても“何かが出

来る”一人で出来なかったら、

“みんなで助け合う”そして多く

の方々との交流を大切にして、地

域社会の中に生活の基盤を築いて

いきたい。 

 

↑
お
客
様
か
ら
お
祝
い
の
言
葉
を
頂
い
て
い

ま
す
。 

麗
ら
か
な
天
気
の
も

と
、
平
成
二
十
九
年
度

の
『
新
利
用
者
を
迎
え

る
会
』
が
、
多
く
の
お

客
様
を
お
迎
え
し
行
わ

れ
ま
し
た
。 

今
年
度
は
左
記
の
よ

う
に
、
２
名
の
利
用
者

が
新
た
に
い
ず
み
園
の

仲
間
と
し
て
加
わ
り
ま

し
た
。 

お
二
人
と
も
、
環
境

が
全
く
違
う
と
こ
ろ
で 

吉田 壱成 さん 
（よしだ いっせい） 

柏市花野井在住 

松戸特別支援学校高等部  

平成２９年３月卒業 

緊
張
さ
れ
た
と
思
い
ま

す
が
、
そ
の
日
は
主
人

公
、
そ
し
て
華
々
し
い
社

会
人
デ
ビ
ュ
ー
で
し
た

ね
。 来

場
し
た
た
く
さ
ん

の
方
々
に
祝
福
さ
れ
て
、

た
く
さ
ん
の
優
し
い
先

輩
に
囲
ま
れ
て
素
晴
ら

し
い
ス
タ
ー
ト
を
切
る

こ
と
が
で
き
た
と
思
い

ま
す
。
一
緒
に
い
ず
み
園

生
活
を
楽
し
み
ま
し
ょ

う
。 

 

島村 舞 さん 
（しまむら まい） 

市川市大野町在住 

船橋夏見特別支援学校高等部 

平成２９年３月卒業 

平
成
二
十
九
年
四
月
三
日 

 

 新しい送迎車がやってきました！日本財団様からの助成でニッサンキャラバンを頂きました。 

 利用者さんからの提案で、名前は「レインボー号」となりました。活躍してくれることでしょう！ 

↓
レ
イ
ン
ボ
ー
号
の
大
き
な
鍵
を

作
成
し
、
贈
呈
式
を
本
格
的
に

行
い
ま
し
た
！ 

←皆で感謝の意を込めて写

真撮影をしました。 
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【
厚
生
労
働
省
資
料
よ
り
抜
粋
】 

 新社会福祉法のもと、平成２９年６月２３日の評議員会で、  

平成２８年度決算が承認されましたので、ご報告いたします。。 

 平成２９年４月１日施行された新社会福祉法下

の、「経営組織のガバナンス強化」を目的とした、役員

の改選が評議員会（6/23）にて承認され、その直後の

新役員の理事会で理事長が互選されました。 

 ここで、社会福祉法人緑の会の役員・評議員をご紹

介いたします。 

理
事
長 

 

滝
本
二
三
江 

理
事 

 

関 
 

博
之 

 

山
崎
美
智
子 

 

松
永 

光
代 

（
事
務
長
） 

 
渡
邉 

勝
蔵 

 
鳥
海 

和
子 

 

山
﨑 
裕
介 

（
施
設
長
） 

監
事 

 

水
林 

敬
博 

 

田
口 

仁 

【役員】 

【評議員】 

「もしも・・・の安心準備 

～強く生きるために、知っとく（得）～」 

共生社会に向けた 

講師 緑の会顧問弁護士 冨田千鶴氏 

平
成
二
十
九
年
五
月
二
十

六
日
（
金
）
、
講
師
を
お
招
き

し
、
成
年
後
見
制
度
や
公
正
証

書
遺
言
等
に
つ
い
て
お
話
頂

き
ま
し
た
。 

も
し
も
の
と
き
に
具
体
的

に
ど
ん
な
こ
と
が
必
要
に
な

る
の
か
、
も
し
も
が
起
こ
っ
て

か
ら
で
は
、
実
行
さ
れ
る
ま
で

に
タ
イ
ム
ラ
グ
が
で
き
て
し

ま
っ
た
り
、
ご
自
分
の
意
思
に

反
し
た
こ
と
が
実
行
さ
れ
て

し
ま
っ
た
り
す
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
誰
で
あ
っ
て
も
自
分

が
亡
く
な
っ
た
後
の
こ
と
は

気
に
な
り
ま
す
。
参
加
さ
れ
た

方
は
お
話
を
熱
心
に
聴
か
れ
、

座
談
会
で
も
疑
問
の
点
が

次
々
に
出
さ
れ
ま
し
た
。
今
後

も
保
護
者
の
方
の
将
来
へ
の

不
安
を
安
心
に
変
え
て
い
く

支
え
と
な
る
よ
う
な
会
と
し

て
続
け
て
い
け
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。 

参考：社会福祉法人の経営組織のガバナンス強化 

↑講師（一番左）のお話に熱心に耳を傾けています。 

水
野
治
太
郎 

原 
 

隆
志 

 

西
脇
理
知
子 

横
尾 

一
徳 



平成 29 年 8 月 10 日第 38 号発行 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 

平
成
二
十
九
年
三
月
十
六
日
（
木
）
、
い

ず
み
園
利
用
者
の
自
治
会
で
あ
る
「
仲
間
の

会
役
員
選
挙
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
毎
年
で

す
が
立
候
補
や
他
薦
が
あ
り
、
票
が
読
み
上

げ
ら
れ
る
度
に
喜
び
の
声
や
、
悔
し
い
声
な

ど
が
聞
か
れ
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
す
。 

 

行
事
で
の
あ
い
さ
つ
や
、
活
動
の
企
画
な

ど
大
変
で
す
が
、
い
ず
み
園
利
用
者
の
代
表

と
し
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
！ 

前園弥生さん 

 

 

岡田隼人さん 

 

 

田中桃子さん 

 

 

富田潤二さん 

 

 

滝沢良江さん 

 

 

 

  

↑
役
員
候
補
ボ
ー
ド
。 

↑両手に花でお酒もグイグイ進みます♪ 

↑手作りの料理に舌づつみ♪ 

↓テラス席。外の風が気持ち良い♪ 

梅雨の時期、天候も心配されましたが、晴れ男・晴れ女の

方多かったのでしょう。日差しも垣間見える中、入居者、保

護者、日頃ご協力頂いているボランティア総勢３０名を超え

る人が集まり「ホームパーティー」を行う事が出来ました。 

手作りの美味しいそうな料理が目の前に広がり自然と笑顔

があふれ、笑顔とご馳走でお腹も満たされたのではないでし

ょうか。 
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いずみ園では、利用者と共に作業、外出、

移動、食事介助して下さる方のご協力をお

待ちしています！！ 

住所：〒277-0042 柏市逆井３４１番地 

電話：04-7176-8085（代）  

Email：front@izumien.jp 

時間：9 時 30 分～15 時 

編
集
後
記 

 

厳
し
い
暑
さ
が
続
い
て
い
ま

す
、
皆
さ
ん
ど
う
お
過
ご
し
で

す
か
？
私
は
毎
日
汗
を
ダ
ラ
ダ

ラ
流
し
な
が
ら
お
仕
事
を
頑
張

っ
て
い
ま
す
。 

挨
拶
が
遅
れ
ま
し
た
、
編
集

後
記
を
書
か
せ
て
頂
い
て
い
る

施
設
長
の
山
﨑
で
す
。
私
は
七

月
か
ら
施
設
長
に
な
っ
た
ば
か

り
で
右
も
左
も
わ
か
り
ま
せ

ん
。
た
だ
、
十
年
間
い
ず
み
園

の
現
場
で
培
っ
た
こ
と
を
生
か

し
障
害
を
持
っ
た
方
た
ち
と
の

関
わ
り
の
楽
し
さ
を
伝
え
、
そ

の
輪
を
広
げ
た
い
と
色
々
と
考

え
て
い
ま
す
の
で
今
後
も
い
ず

み
園
に
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お

願
い
致
し
ま
す
。（
山
﨑
） 

「いずみ園」は車いす利用の障害のある方の通所施設 

（定員４０名）で、「増尾台ウィズホーム」は通所している障害の

ある方が保護者から自立して暮らしているグループホーム（8 名）、

ショートステイ（2 名）です。 

 詳細は下記ホームページの求人情報をご覧ください。 

http://www.izumien.jp/recruitment.html 

のお知らせ 

講師：野沢 和弘 氏 （毎日新聞論説委員） 

日時：平成２９年１０月２日（月） 

場所：いずみ園（柏市逆井３４１） 

受付 10:00 開演 10:30 

 

※駐車場はございますが、できるだけお乗り合わせの上お越し下さい。 

お申し込み：事前に 04-7176-8085 いずみ園までお電話 

締め切り：平成２９年９月２５日（月） 

ください。 

（講師プロフィール）1983 年毎日新聞社入社、津支局、中部報

道部を経て 92 年から東京本社社会部。厚生省担当、児童虐待取

材班、障害者虐待取材班などを担当。同科学環境部副部長、社会

部副部長、夕刊編集部長を経て現在は論説委員。著書に「あの夜、

君が泣いたわけ」（中央法規）、「条例のある街」（ぶどう社）、「わ

かりやすさの本質」（ＮＨＫ出版）、「なぜ人は虐待するのか」「廃

墟の中の希望」（Ｓプランニング）、「発達障害とメディア」（現代

人文社）など。 

 

増尾ジェンヌの会様 

による 

7 月 11 日（火）にハンドトリートメント

を行いました。ベビーオイルを使用してい

ただき、お部屋にはラベンダーのほのかな

香りが漂い、皆さんとても気持ちよさそう

でした♪素敵な香りの中でのハンドマッサ

ージは、時間がゆったり過ぎ･･･なかには、

リラックス効果で、眠たくなってしまう利

用者もいるほどでした！ 

毎回 30 名ほどの利用者さんが申し込み

をされ、いずみ園の人気のイベントの一つ

になっています。増尾ジェンヌの会の皆さ

ま、いつも楽しみにしていますので、これ

からもどうぞよろしくお願いします♪ 

 

気
持
ち
良
い
～ 

演題：「障害者の人権 
～相模原事件から考える～」 


